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同じ意味でも、その印象は 

語感でガラリと変わる！ 
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28 年に及ぶ、著者の語感研究の集大成 
「感謝します」と「ありがとう」、「はい」と「ええ」など、同じ意味でも、届く気持ちは語感で

まったく変わります。「あー、いいね」は憧れを伝え、「おー、いいね」は感動を伝えます。 
ことばを介して心で起こる気持ちは、そもそも発音時に、口の中で起きているのです。 
人工知能研究において「ことば」の感性に着目して以来、著者のライフワークである「語感分析」。

その研究によって積み重ねられた「ことば」についての考察は、男女関係、職場の上下関係、ネ

ーミングなど、あらゆる場で役に立つ「ことばづかい」の極意を生み出しました。 
『女の機嫌の直し方』『妻のトリセツ』が話題の著者の真骨頂です！ 

【黒川伊保子】 人工知能研究者、脳科学コメンテーター。1959 年、

長野県生まれ。奈良女子大学理学部物理学科卒業。（株）富士通ソー

シアルサイエンスラボラトリにて人工知能（AI）の研究開発に従事し

た後、2003 年（株）感性リサーチ設立。著書に『女の機嫌の直し方』

（インターナショナル新書）、『日本語はなぜ美しいのか』（集英社新

書）、『怪獣の名はなぜガギグゲゴなのか』（新潮新書）、『妻のトリセ

ツ』（講談社＋α新書）、『ヒトは 7 年で脱皮する』（朝日新書）など。 
 

 6 月 7 日（金）発売！ 

 



 
※ぜひ貴媒体にてご紹介をご検討いただけますと幸いです。 

 

 

★お問い合わせ先：株式会社集英社インターナショナル 新書編集部 TEL: 03-5211-2630 
https://www.shueisha-int.co.jp/ 

 

 

「語感」分析でひもとく「ことば」の印象 （本文より抜粋） 

○「はい」が繰り返されると、冷たく感じられるのはなぜ？ 

用事があって、部下や専門家を呼んだとき、「はい」と応えてもらうと、信頼とスピードを感じ

させて、安心できる。「はい」の美しい人は、必ず出世する。しかし、空冷効果のある H音ハは、

重ねると冷たさが募ってくる。「はい」が続くと冷たい、と言うのは、心で起こる「気持ち」だけ

ど、そもそもは口で起こっている現象なのである。 

○「ひかり」には速さ、「のぞみ」には居心地の良さがある。 

ヒカリは、息を一気に口元にもってくるＨ音で始まり、喉の破裂音Ｋが続く。前向きの強いパワ

ーを作り出すイ段音が三音中二音も使われている。比較的おっとりした音韻が多い大和言葉の中

では、圧倒的なスピード感を呈する。「のぞみ」には、スピード感はほとんどない。ただ、その

代わりに、「居心地の良さ」と「豪華さ」が半端ないのである。 

「ひかり」と「のぞみ」の分析結果を見てみてほしい。「ひかり」にない感性要素を「のぞみ」が

たっぷりと持っていて、逆もまたそうなのが、一目見ておわかりになると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


